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短
歌
か
ら
漢
詩

へ
の
志
向

1

西

村

富
美
子

渡
邊
湖
畔
は
新
潟
佐
渡
を
代
表
す
る
文
人

で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
短
歌

・
漢
詩
、

ま
た
俳
句
の
分
野
に
わ
た
り
生
涯
創
作

へ
の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
七
十
余
歳
の
生
涯

で
六
十
歳
半

ば
ご
ろ
か
ら
視
力

の
減
退
に
よ

っ
て
そ
の

活
動
は
急
速
に
制
限
さ
れ
作
品

の
創
作

に
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
筆
者
は
か

つ
て
新
詩
社

『
明
星
』
の
主
宰
者
、
与
謝
野
寛

の
漢
詩

の
分
野
で
の
文
学
活
動
に

於
い
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
し
て
、
堀
口
久
万

一
・
吉
田
学
軒

・
渡

　
あ
　

邊
湖
畔

の
三
人
の
名
を
挙
げ
た
。
こ
の
三
人
と
与
謝
野
寛
と

の
関
係
は
三
者
三
様

で
あ
り
、
堀

口
久
万

一
は

「漢
詩
の
盟
友
」
で
あ
り
、
息
子
の
堀
口
大
学
は
寛
夫

妻
の
弟
子
、
新
詩
社
の
同
人
で
も
あ

っ
た
。
吉
田
学
軒
は
、
寛
が
森
鴎
外

の
縁

で

知
り
得
た

「漢
詩
創
作
の
師
」
で
あ
る
。
渡
邊
湖
畔
は
寛
夫
妻

の
弟
子

で
、
新
詩

社
の
同
人
で
あ
り
加
入
は
明
治
三
十
五
年
、
『明
星
』
で
の
湖
畔
は
あ
く
ま

で
歌

人
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
師
の
寛
と
は
漢
詩
を
通
し
て

「師

・
友
」

で
も
あ

っ
た
。

堀
口
久
万

一
は
外
交
官
、
吉
田
学
軒
は
漢
学
の
専
門
家
、
渡
邊
湖
畔
は
佐
渡

の
実

業
家
で
、
生
業
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
た
。
三
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的

作
品
を
収
録
し
た

『
長
城
詩
抄
』
、
『学
軒
全
集
』
、
『渡
邊
湖
畔
遺
稿
集
』
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
前
二
者
が
漢
詩

・
漢
文
集
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
湖
畔

の
集
は
短

歌

・
俳
句

・
漢
詩
の
三
分
野
構
成
の
作
品
集
で
あ
る
。

本
稿

で
は
こ
の
多
分
野
に
わ
た
る
渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
、
新
詩
社

『
明
星
』
と
の
関
係
を
中
心
に
三
分
野

に
わ
た
る
文
学
活
動

の
流
れ
を
論
及
す
る

の
が
主
な
目
的

で
あ
る
が
、
中
で
特
に
重
き
を
お
く
の
は
漢
詩
創
作
の
分
野
で
あ

る

。

○
佐
渡
の
人

渡
邊
湖
畔

湖
畔
の
履
歴
に
つ
い
て
は
す
で
に
以
前
記
し
た
が
、
必
要
上
簡
単
に
述

べ
て
お

く
な
ら
ば
、
湖
畔
は
号
、
名
は
林
平
、
後
に
金
左
衛
門
。
明
治

一
九
年

(一c。○。①)

七
月

一
日
生
～
昭
和
三
五
年

(一⑩
①O
)
九
月

一
六
日
残
、
享
年
七
四
。
新
潟
県
佐

渡
市
畑
野
町
に
生
ま
れ
、
小
学
校
卒
業
後
に
佐
渡

一
宮
の
宮
司
、
美
濃
部
禎

(羽

茂
の
人
)
に
つ
い
て
国
漢
を
学
ぶ
。
家
業
は
呉
服
商
、
後
に
佐
渡
電
灯
会
社
社
長

(二
九
歳
)
と
な
る
。
長
男
の
栄
太
郎
は
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
、
専
門
は
英

文
学
で
あ
る
。

歌
人
と
し
て
高
名
で
あ

っ
た
湖
畔
の
師
与
謝
野
寛
の
文
学
創
作
活
動
の
原
点
が

漢
詩
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
渡
邊
湖
畔
は
歌
人
ま
た
漢
詩
人
と
し
て
名
を
知
ら
れ

る
が
、
創
作
活
動
の
原
点
は
短
歌
で
あ

っ
た
。
湖
畔
の
最
も
早
期
の
作
品
は
、
十

　　
　

六
歳
の
時
に

『
わ
か
な
舟
』
(明
治
三
五
年

(お
O
b。)
五
月
号
)
に
掲
載
さ
れ
た

作
品
か
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
『
わ
か
な
舟
』
に
投
稿
を
続
け
て
お
り
、
『遺
稿
集
』

に
は
明
治
三
十
九
年

(一⑩
8
)

一
月
～
十
二
月
ま
で
の
投
稿
作
品
を
収
録
す
る

　　
　

(詩
二
篇

・
短
文

一
篇

・
短
歌
九

一
首
)。
そ
の
間
、
『白
百
合
』
(相
馬
御
風
等
主

　
ヨ
　

宰
、
明
治
三
十
九
年
十
二
月
号
)
に
短
歌
九
首
を
投
稿
し
た
り
、
『文
章
世
界
』
(田

山
花
袋
編
輯
)
、
明
治
三
十
九
年
五
月
号
に
、
短
歌
及
び
散
文
を
投
稿
し
て
い
る
。
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『
明
星
』
の
主
宰
者
、
与
謝
野
寛
と

の
接
触
は
当
時
か
ら
既
に
あ
り
、
明
治
三

五
年

(お
O
卜。)
五
月
に
寛
は
初
め
て
佐
渡
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
湖
畔
と
の

接
触
の
有
無
は
記
し
て
い
な
い
が
、
翌
三
六
年

(一⑩
8
)
に
は
湖
畔
が
新
詩
社
の

同
人
と
な

っ
て
い
る
の
で
恐
ら
く
両
者

の
最
初
の
出
会
い
は
前
年
の
三
五
年
で
あ

っ

　
る

　

た

だ

ろ

う

。

(
『
自

伝

』
)

　さ
　

た
だ
し
、
明
治
三
六
年

に
同
人
と
な

っ
て
以
後
、
湖
畔
の
作
品
が
初
め
て

『
明

星
』
に
見
え
る
の
は
、
明
治
四

一
年

(
一⑩OO。)
、
奇
し
く
も

『
明
星
』
終
刊
の
年

　　
　

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
新
詩
社

の
同
人
と
な

っ
て
以
後
も
、
四
、
五
年
の
間
は
先
に

挙
げ
た
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
投
稿
作
品

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は

「短
歌
」
で
あ
り
、
歌
人
湖
畔
と
し
て

の
創
作
活
動
で
あ

っ
た
。
『
明
星
』
掲
載
の
湖
畔

の
短
歌
を
少
し
挙
げ
て
お
く
な

ら
ば
、
(各
号
の

「新
詩
社
詠
草
」

の
題

目
)
、

な
や

と

は

あ
た
た
か
き
悩
み
と
永
久
に
わ
れ
泣

か
む

①

こ
の
み

塾
み
て
落
ち
ゆ
く
果
ま
な
ば
ず

こ
し

小
雨
ふ
り
雁
な
く
越
の
水
の
里

②

旅

の
こ
ろ
も
を
か
さ
ね
て
ぞ
ぬ
る

静
か
な
る
夜
に
入
る
前

の
ひ
と
時
の

③

ど
き

か
は
た
れ
時
の
市
の
と
ど
ろ
き

な

る

こ

お

鳴
子
し
て
鳥
逐
う
ほ
ど
の
さ
か
し
ら

に

④

さ

す
べ

君
を
胸

よ
り
去
ら
む
術
な
し

①
第
五
号
。
②
第
六
号
。
③
第
七
号
。
④
第
八
号
。
(明
治
四

一
年
)

明
治
四

一
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
、
計
二

一
首
の
短
歌
を
掲
載
す
る
。
新
詩
社

『
明
星
』

の
短
歌
の
世
界

へ
の
登
場

で
あ

っ
た
。
し
か
し
年
頭
に
、
北
原
白
秋

・

吉
井
勇

・
木
下
杢
太
郎
等
の

『明
星
』

の
主
力
メ
ン
バ
ー
の
退
会
に
よ
り
、

=

月
に

『
明
星
』
は

一
〇
〇
号
を
も

っ
て
終
刊
す
る
。

そ
の
後

『
昴
』
に
も
湖
畔
は
参
加
し
、
①
第
二
年
第

一
号
、
②
第
二
年
第

一
〇

号
、
に

「鳥
か
ぶ
と
」
の
題
で
、
他
の
作
品
と
と
も
に
短
歌
約
四
〇
首
が
掲
載
さ

　
ア

　

れ

て

い

る
。

明

治

四

三

年

(
一
⑩
一
〇
)

の

こ

と

で
あ

る
。

新
詩
社
『
明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

明
治
四
四
年

(一⑩
崔
)
に
は
、
自
ら
も
主
宰
者
の

一
人
で
あ

っ
た

『
海
草
』

　ヨ
　

(『
微
光
』
)
に
、
明
治
四
四
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
七
五
首
の
短
歌
を
寄
稿
し

て

い
る
。
そ
の
後
も
新
詩
社
と
の
関
わ
り
は
続
い
て
い
た
が
、
『
明
星
』
第
二
次
復
活
ま

で
に
湖
畔
は
与
謝
野
夫
妻
の
協
力
を
得
て
、
大
正
六
年

(
一⑩
嵩
)
五
月

に
第

一
歌

　　
　

集

『
草
の
葉
』
(寛

・
晶
子
の
序
、
所
収
短
歌
二
五
〇
首
)、
大
正
九
年

(一⑩
b。O
)

十
二
月
に
第
二
歌
集

『
若
き
日
の
祈
祷
』
(寛
の
序
、
晶
子
の
序
歌
、
所
収
短
歌

　　
　

四

一
〇
首
)、
の
二
冊
の
歌
集
を
出
版
す
る
。

ま
た
第
二
歌
集

『
若
き
日
の
祈
祷
』
を
出
版
し
た
こ
ろ
か
ら
、
『覇
王
樹
』
(橋

田
東
声
・臼
井
大
翼
等
主
宰
)

へ
の
短
歌

の
投
稿
を
始
め
て
お
り
、
大
正
九
年

(一

⑩b。O)
六
月
か
ら
昭
和

一
九
年

(一⑩濠
)
二
月
終
刊
号
ま
で
、
約
九
六
〇
首

の
短

　い
　

歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

『覇
王
樹
』
は
湖
畔

の
短
歌
雑
誌

へ
の
投
稿
の
期

間
が
最
も
長
く
、
投
稿
し
た
歌
数
が
最
も
多
い
。

第
二
歌
集
の
出
版
の
翌
大
正

一
〇
年

(一⑩
b。一)

=

月
に
森
鴎
外
を
中
心
と
し

て

『明
星
』
第
二
次
が
復
刊
と
な
り
、
湖
畔
は
創
刊
号
か
ら
投
稿
を
再
開
し
、
そ

の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
毎
号
終
刊
号
近
く
ま
で
掲
載
さ
れ
、
投
稿
の
歌
数
は
六
年

の

　
け
　

期
間
に
約
八
五
〇
首
に
も
の
ぼ
る
。
『覇
王
樹
』
に
比
べ
各
回

の
投
稿
の
歌
数
も

は
る
か
に
多
い
。

『
明
星
』

へ
の
投
稿
と
と
も
に
、
他
の
短
歌
雑
誌

へ
の
投
稿
を
続
け
る
、
と
い

う
精
力
的
な
短
歌
活
動
は
こ
の
頃
か
ら
方
向
転
換
が
始
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
明
星
』
第
二
次

の
期
間
中
に
、
大
正

=
二
年

(お
逡
)
八
月
の
佐
渡

へ
の
再
遊

　ゆ
　

の
旅
が
あ
り
、

こ
の
二
度
目

の
訪
渡
は
晶
子
を
伴
な

っ
た
旅

で
あ

っ
た
。
(『
自

伝
』)
。
こ
の
時
期
ま
で
に
、
与
謝
野
夫
妻
と
は
短
歌
の
師
弟
関
係
を
越
え
た
密
接
な
交

　ほ
　

流
が
生
ま
れ
て
お
り
、
今
回
は
湖
畔
宅
に
滞
在
し
た
。
そ
の
時
作
ら
れ
た
短
歌
は

　ろ

『
明
星
』
第
二
次
、
大
正

=
二
年
九
月
号
に
見
え
る
。
(「越
佐
遊
草
」
)

先
ほ
ど
述
べ
た
湖
畔
の
創
作
の
方
向
転
換
は
、
創
作

の
分
野
に
漢
詩
が
加
わ

っ

た
こ
と
で
あ
る
。
湖
畔
は
佐
渡
中
学

へ
進
学
せ
ず
美
濃
部
禎
の
漢
学
塾
で
学
ん
で
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新
詩
社
『明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

お
り
漢
詩

の
創
作
は
可
能
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
の
よ
う
に
早
期
の
漢
詩

の
作
品
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
寛
と
の
応
酬
に
よ
っ
て
湖
畔
が
漢
詩
を
作

っ
て
い

た
と
い
う
事
実
が
分
か
る
の
み
で
、
湖
畔
自
身
の
現
存
の
実
際
の
漢
詩
は
さ
ら
に

後
の
時
期
ま
で
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
寛
と
湖
畔
の
漢
詩
の
応
酬
の
最
初
の
時

期
、
ま
た
双
方

の
漢
詩
の
作
品
、
等
の
資
料
が
不
充
分
な
た
め
、
あ
る
時
期
ま
で

の
湖
畔
の
漢
詩
は
寛
の
漢
詩
を
手
が
か
り
に
し
た
推
察
の
域
を
出
な
い
。
こ
う
し

た
条
件
の
も
と
で
、
湖
畔
の
漢
詩
の
存
在
、
幻
の
存
在
を
整
理
す
る
作
業
を
行

っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。
次
の
段
階

へ
の
第

一
歩
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

○
湖
畔

の
漢
詩
創
作
の
開
始

第

一
期

最
も
早
い
寛
と
の
漢
詩
の
交
流
を
示
す
資
料
は
、
『明
星
』
第
二
次
復
刊
後
の

第
六
巻
第
三
号

(大
正

一
四
年

(一露
㎝
)
三
月
発
行
)
か
ら
寛
が

「
雑
姐
」
の
項

に
掲
載
し
始
め
た
漢
詩
群
で
あ
る
。
大

正

一
二
年

(一⑩
b。ω)
ご
ろ
か
ら

『
鵬
外
全

集
』
の
編
輯
を
通
し
て
知
り
合

っ
た
吉

田
学
軒

に
師
事
し
て
漢
詩

の
創
作
を
再
開

し
た
寛
は
、
『
明
星
』
誌
上
に
四
回
に
わ
た

っ
て
計
五
〇
首

の
漢
詩
を
発
表
し
て

い
る
。
そ
の
中
に

「
用
韻

・
和
韻

・
次
韻
」
等
湖
畔
と
の
応
酬
を
示
す

=
二
首
の

漢
詩
が
あ
り
、
『
書
簡
集
成
』
な
ど
に
も

そ
れ
を
証
す
る
寛
の
漢
詩
が
見
え
る
。

さ
ら
に
漢
詩

の
応
酬
の
頻
繁
だ

っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
指
摘
し
た
よ

う
に

『明
星
』
第
二
次
の
同
じ
号
の

コ

遇
の
卓
」

で
の
寛

の
記
述
が
あ
る
。
今

一
度
挙
げ

て
お
く
な
ら
ば
、

興
津
に
滞
在
中

の
湖
畔
君
が
頻

に
漢
詩
を
作

っ
て
寄
越
す
の
で
自
分
も
そ
れ

に
次
韻
し
た
も
の
な
ど
が
少
し
ば
か
り
溜

っ
た
。
勿
論
拙
劣
極
る
も
の
で
あ

る
が
、
吉
田
増
蔵
先
生
の
批
閲
を
乞
ひ
得
た
分
だ
け
を
此
號
の

「
雑
姐
」
の

鯨
白

に
載
せ
て
諸
友
の

一
笑

に
供
す
る
。

と
あ
り
、
先

に
述
べ
た
吉
田
学
軒

の
校
閲
済
み
の
漢
詩
だ
と
述
べ
る
。

次
に
、
『明
星
』
第
二
次
、
「
満
蒙
遊
草
」
、
『
冬
柏
』、
『
書
簡
集
成
』、
「
堺
博
物

館
蔵
」
、
「渡
邊
資
料
館
蔵
」
等
に
収
録
さ
れ
る
寛
の
漢
詩

の
資
料
か
ら
、
寛
と
湖

畔
の
間
に
漢
詩

の
交
流
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
収
集
整
理
し
た
も
の
を

紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

[明
星
第
二
次
]
(
一
)
(雑
姐
所
載

:

「采
華
荘
雑
詩
」
)

第
六
巻
第
三
号

(大
正

一
四
年
三
月
)

①
葬
眞
野
御
陵
、
用
同
行
渡
邊
湖
畔
詩
韻

②
今
年
正
月
十
日
、
封
雪
書
懐
、
寄
渡
邊
湖
畔
養
痢
在
興
津

③
④
和
湖
畔
興
津
養
痢
雑
詩
韻
却
寄
二
首

⑤
聴
二
一二
子
論
國
風
而
有
感
、
用
湖
畔
詩
龍

⑥
●
湖
畔
所
贈
詩
云
、
7
:
・」

乃
和
湖
畔
韻
以
答

⑦
藪
二
月
十
日
、
與
同
社
諸
子
由

・:
・寄
到

一
詩
、
乃
用
其
韻
、
却
酬

[明
星
第
二
次
]
(三
)
(雑
姐
所
載

:

「遙
青
書
屋
雑
詩
」
)
第
九
巻
第
三
号

(大
正

一
五
年

一
〇
月
)

⑧
答
湖
畔
間
近
状

⑨
⑩
⑪
郊
西
移
居
三
首

用
湖
畔
詩
韻
。
丙
寅
初
秋
作

⑫
四
畳
韻
贈
湖
畔

(『集
』
N
・
。。
刈G。)

⑬
書
屋
口
占

用
湖
畔
所
寄
韻

①
七
律

②
五
律

③
④
七
絶

⑤
七
律

⑥
七
絶

(七
絶
)

⑦
七
絶

⑧
五
律

⑨
⑩
⑪
五
律

⑫
五
律

⑬
五
律

[満
蒙
遊
草
]
(昭
和
三
年
)

①
佐
渡
渡
邊
湖
畔
有
約
不
至
、
乃
有
寄
此

①
七
言
六
句

[冬
柏
]
(昭
和
九
年
～
昭
和

一
〇
年
)

①
時
事
有
感
三
用
湖
畔
君
來
示
詩
韻

五

・
四

②
雪
後
口
占
、
四
用
湖
畔
君
來
示
詩
韻

五

・
五

(『集
』
ミ
心ω
「湖
」
④
)

③
與
湖
畔
君
別
遙
有
此
寄

五

・
八

(『集
』
G。＼
c。b。⊂・)

④
曼
韻
酬
湖
畔
君

々

⑤
酬
湖
畔
君
次
其
寄
懐
餉

々

⑥
遙
青
書
屋
雑
詩

用
渡
邊
湖
畔
君
寄
懐
韻

五

・
一
〇

(『集
』
c。＼
c。
ざ
)
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⑦
遊
佐
渡
國
、
宿
渡
邊
湖
畔
君
家
、
次
主
人
所
示
詩
韻

五

・
一
二

(「
湖
」
①
)

⑧
偶
感
、
用
渡
邊
湖
畔
君
寄
懐
韻

六

・
二

●
叩犬
与
謝
野
先
生

六

・
四

①
五
律

②
五
律

③
五
古

④
五
古

⑤
七
律

⑥
七
絶

⑦
五
律

⑧
五
律

●
五
律

[書
簡
集
成
]

①
三
畳
餉
呈
湖
畔
兄

N＼
G。
刈。。
(大
正

一
五
年
八
月
三
〇
日
)

②
中
秋
口
占

b。＼
心。。蔭
(昭
和
四
年
九
月
二

一
日
)

(「堺
博
」
①
)

③
寄
懐
干
湖
畔
君

ω
＼G。
圏

(昭
和
九
年
六
月
二
三
日
)

(『柏
』
α
＼。。)

④
⑤
書
懐
贋
和
湖
畔
君
瑠
韻

ω
＼c。
①①
(昭
和
九
年
九
月
五
日
)

⑥
書
懐

用
湖
畔
君
寄
懐
芳
韻

。。
＼c。
ざ

(昭
和
九
年
九
月

一
五
日
)

(『柏
』
α＼
一〇
)

⑦
無
題

ミ
蔭
G。
(昭
和

=

年
五
月
二
六
日
)

(『
柏
』
α＼
㎝
「湖
」
④
)

①
五
律

②
七
律

③
五
古

④
⑤
七
絶

⑥
七
絶

⑦
五
律

[堺
博
物
館
蔵
]

①
中
秋

(『集
』
N＼
心
c。蔭)

②
畳
韻
答
湖
畔

③
其
二
、
用
湖
畔
所
寄
詩
韻

④
次
佐
渡
渡
邊
湖
畔

正
月
六
日
所
寄
詩
韻

⑤
書
懐
用
渡
邊
湖
畔
近
作
詩
韻

①
七
律

②
七
絶

③
五
律

④
七
絶

⑤
七
絶

[渡
邊
資
料
館
蔵
]

①
昭
和
九
年
晩
秋
遊
佐
渡
訪
湖
畔
君
先
有
五
律

一
首
次
其
龍
以
酬

(『柏
』
㎝
＼
這
)

新
詩
社
『
明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

②
偶
成
四
畳
龍

(『
集
』
ミ
お
)

③
雪
後
用
湖
畔
君
来
示
餉

④
次
湖
畔
兄
寄
懐
瑠
餉
以
酬

(『
柏
』
α
＼c。)

⑤
遙
青
書
屋
雑
詩
傳
湖
畔
詞
兄

一
聚
併
乞
高
和

⑥
謝
湖
畔
君

(『
柏
』
0
＼。。)

⑦
書
懐
次
湖
畔
君
芳
駒

⑧
⑨
春
日
懐
湖
畔
君
二
律

昭
和
三
年
三
月
二
日

①
五
律

②
五
律

③
五
律

④
七
律

⑤
五
古

⑥
五
古

⑦
五
律

⑧
⑨
七
律

※

『集
』
は

『
書
簡
集
成
』

の
巻
及
び
番
号
、
「
湖
」
は

「渡
邊
資
料
館
蔵
」

の
資
料
番
号
、
「堺
博
」
は

「堺
博
物
館
蔵
」

の
資
料
番
号
、
『柏
』
は

『
冬

柏
』
の
巻
号
を
示
す
。

以
上
挙
げ
た
資
料
に
見
え
る
寛
の
漢
詩
に
は
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
除
外
す
れ
ば
対
湖
畔
の
寛
の
漢
詩
は
約
三
五
首
を
数
え
る
。
現
存
す
る
の
は

寛
の
詩
だ
け
な
の
で

一
方
通
行
的
な
推
論
な
の
だ
が
、
例
外
的
な
存
在
と
し
て
湖

畔
自
作
の
二
首
の
詩
、
『明
星
』
第
二
次
の
⑥

(七
言
絶
句
)
と

『冬
柏
』
の
●

「契
与
謝
野
先
生
」
(五
言
律
詩
)
が
あ
る
。
前
者

の
詩

に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ

て
お
り
、
後
者

の
詩

に
つ
い
て
は
後
に
挙
げ
る
。

○
寛
の
三
度
目
の
佐
渡
訪
問
ま
で
の
湖
畔
と
の
交
流

大
正

一
四
年

(一⑩
謡
)
ご
ろ
に
始
ま

っ
た
寛
と
湖
畔
の
漢
詩
の
応
酬
は
、
昭
和

九
年

(一⑩
G。心
)
に
入
る
と
さ
ら
に
回
数
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
昭
和
九
年

一
〇

月
の
三
度
目
の
佐
渡
訪
問
ま
で
の
寛
の

「書
簡
」
か
ら
そ
の
実
状
を
推
測
把
握

で

き
る
の
で
、

こ
の
…機
会
に
寛
の
湖
畔
宛
の
書
簡
を
次
に
提
示
し

て
お
き
た
い
。

(『
書
簡
集
成
』)

e
拝
復

御
高
吟
二
首
を
お
示
し
被
下
候
と
共

二
、
ご
親
切
な
る
お
手
需
を
拝
し
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新
詩
社
『
明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

申
候
。
雅
印
種
々
、

こ
れ
も
羨
ま
し
く
存
じ
候
。
な
か
に

「
竹
中
人
」
尤
も
感
服

仕
り
候

へ
ど
も
、
素
人

の
鑑
賞
、
定
め

て
間
ち
が
ひ
を
る
べ
く
候
。

先
便
の
御
詩
、
末
句
は

「字
々
螢

」
の
誤
写
に
御
坐
候
。
「
螢
」

ハ
ヒ
カ
ル

と
訓
じ
度
く
候
。
猶

「字
々
馨
」
、
「
燦
若
星
」
な
ど
も
妥
当
な
ら
ん
と
存
じ
候
が

如
何
。二
見
港

の
御
作
、
「湘
妃
、
海
客
」
、
「
風
煙
、
燦
火
」

の
爾
聯
、
結
構

二
拝

し
候
。
結
句
も
雄
渾

二
候
。
但
し

「蒼
　
」
二
字
、
な
ほ
後
推
敲
被
下
候
や
う
望

ま
し
く
候
。

中
酒
の
御
作

ハ
、
起
し
得

て
先
つ

よ
ろ
し
く
候
。
爾
聯
も
完
壁
と
存
じ
候
。

「
笑
茗
」

一
句
、
猶
鯨
地
あ
る
べ
し
と
、
之
が
気

に
な
り
申
候
。
或
は
前
聯
は

「
心
上
方
圓
変
、
眼
前
尺
寸
迷
」
と
な
さ
れ
候

て
は
如
何
に
や
。
取
り
あ

へ
ず
、

拝
讃
の
喜
び
を
述
べ
申
し
候
。

☆
湖
畔
が
漢
詩
二
首
を
寛
に
送
り
、
寛
が
先
便
の
漢
詩
に
つ
い
て
講
評
、
詩

語

・
詩
句
を
修
正
。
二
首
の
詩
題
は

「
二
見
港
」、
「中
酒
」
。
「中
酒
」

の

前
聯
を

「
心
上
方
圓
変
、
眼
前
尺
寸
迷
」
に
修
正
。

御
高
書
爾
通
、
恭
な
く
拝
受
、
御
感
興
多
く
し
て
、
御
新
作
の
詩
を
重
ね
て
お

示
し
被
下
、
小
生
も
心
躍
り
申
し
候
。

別
昏
未
定
稿

の
燕
作
な
が
ら
、
偶
感
を
賦
し
申
候
。
歌
壇
に
封
し
、
遺
憾

の

意
を
述
べ
し
に
候
。

☆
湖
畔
か
ら
新
作
の
漢
詩
を
呈
示
、
寛
が

「偶
感
」
の
詩
を
湖
畔
に
送
る
。

日
御
作
の
漢
詩
、
拝
讃
仕
り
候
。
承
句

は
あ
の
ま
ま
に
て
よ
ろ
し
き
も
、
聯
が
猶

御
再
考
の
齢
地
あ
る
べ
し
と
存
じ
候
。
甚
だ
失
礼
な
が
ら
、
拙
意
を
御
参
考
ま
で

二
書
き
添

へ
候
。
吉
田
先
生

一二

応
見

て
お
貰
ひ
二
な
る
が
よ
ろ
し
く
候
。

一
二

首
な
ら
ば
急
ぎ
て
御
覧
下
さ
る
べ
く
候
。

☆
湖
畔
が
寛
に
漢
詩
を
贈
呈
。
「
承
句
」
の
語
に
よ
り
絶
句
の
詩
。
添
削
を

記
入
し
、
吉
田
学
軒
の
校
閲
を
勧
め
る
。

前
信
に
御
覧
に
入
れ
候
曼
韻
を
別
需
の
如
く
二
改
め
候
。
ご
叱
正
被
下
度
候
。

☆
寛
が
漢
詩
口
の
修
正
作
を
送
る
。

㈲
そ
の
た
め
御
高
吟
を
拝
し
な
が
ら
御
返
事
が
お
く
れ
、
失
礼
を
重
ね
候
。

お
示
し
の
七
律
、
完
成
の
御
作
と
拝
し
申
候
。
殊
に

「樽
前
無
奈
神
容
類
」
の

一
句
、
敬
服
仕
候
。
詩

ハ
か
く
の
如
く
新
語
と
新
意
が
必
要
と
存
じ
申
候
。

小
生
の
畳
韻
を
お
褒
め
被
下
、
過
分
に
存
じ
候
。

こ
の
度
の
お
作

二
も
次
韻
致
度
候

へ
ど
も
、
ロ
バ今
そ
の
齢
暇
無
之
候
。

☆
湖
畔
が
七
律
詩
を
寛
に
贈
呈
。
「樽
前
無
奈
碑
容
類
」

の
詩
句
。

妻
よ
り
も
よ
ろ
し
く
申
上
候
。
七
律
み
な
活
封
に
て
、
お
も
し
ろ
く
葬
し
候
。

ま
た
昨
日
は
御
近
作
の
詩
と
共
に
お
手
番
を
頂
き
ま
し
た
。

詩

に
比
べ
て
、
お
歌
は
よ
ほ
ど
遜
色
が
見
え
る
の
は
、
し
ば
ら
く
御
作
り
に
な

ら
な
か

っ
た
為
あ
だ
と
思
ひ
失
望
は
致
し
ま
せ
ん
。

-
-

(略
)

-
-
。
こ
の
意

味

で
、
漢
詩
な
ど
を
作
る
の
は
、

一
種
の
修
養

の
た
め
で
、
悪
る
く
云
ふ
と
遊
戯

分
子
が
多
い
の
で
す
。

・
(略
)

・:
・漢
詩
は
其
意
味
で
タ
メ
に
な
り
ま
す
が
、

☆
漢
詩

の
創
作
に
対
す
る
寛

の
見
解
。

㈹

(漢
詩
)

一
首

(寄
懐
干
湖
畔
君
)
五
古

一
首

右
、
即
吟
に
候
。
御

一
笑
被
下
度
候
。

:
:

(略
)

貴
下
の
歌
は
勿
論
、
漢
詩
も
お
見
せ
被
下
度
候
。

☆
寛
が
漢
詩

「
寄
懐
干
湖
畔
君
」
を
湖
畔

に
贈
呈
。
寛
が
湖
畔
の
漢
詩
を
催

促
。

99
先
便

の
拙
詩
、
少
し
く
改
訂
致
し
候
。

☆
㈹
の
詩

の
修
正
改
訂
作
を
贈
呈
。
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啓
上

御
高
作
績
々
葬
見
を
得
、
う
れ
し
く
候
。
た
め
に
炎
日
を
忘
れ
申
候
。

「粉
散
」
は

「雲
散
」
と
し
て
は
如
何
。

(第
二
句
を
別
の
こ
と
に
改
め
て
)
妻
よ

り
も
よ
ろ
し
く
申
傳
候
。
「俗
縁
永
雲
散

」
「塵
縁
永
雲
散
」
、
「世
縁
早
雲
散
」
な

ど
如
何
に
や
。

小
生
も
拙
速
主
義
に
て
、
瑠
鈎
を
潰
し
申
候
。

☆
湖
畔
が
漢
詩
を
贈
呈
。
寛
が
第

二
句
の
修
正
三
案
を
提
示
。

㈲
貴
下
の
お
歌
、

一
語
の
使
ひ
方
も
旧
套
に
囚

へ
ら
れ
ぬ
や
う
、
昭
和
人
中
、
特

に
貴
下

一
人

の
新
詩
語
を
以
て
お
作
り
下
さ
れ
候
や
う
、
漢
詩
に
封
す
る
と
同
様

の
御
努
力
を
切
望
致
し
候
。

:

(略
)

:
-
。

拙
作
の
詩
、
御
批
判
願
上
候
。
い
つ
れ
吉
田
先
生

の
大
政

に
よ
り
て
安
定
さ
せ
た

し
と
存
じ
を
り
候

へ
ど
も
、
と
も
か
く
も
高
韻

に
次
ぎ
て
差
出
候
。

☆
寛
が
湖
畔
に
漢
詩
を
贈
呈
、
批

評
を
乞
う
。

早
速
瞼
韻
に
高
和
を
た
ま
ひ
候
こ
と
、
驚
歎
致
し
候
。
自
由
な
る
御
着
想
、
殆

ど
次
韻
の
痕
を
見
ず
候
。
再
び

一
詩
を
呈
し
て
、
感
謝
を
表
し
候
。
な
ほ
別
に
五

律
の
御
新
作
を
頂
き
、
次
韻
致
し
度
候
。

☆
湖
畔
が
次
韻
の
漢
詩
を
贈
呈
、
寛
が
漢
詩
を
呈
上
。
さ
ら
に
湖
畔
が
五
律

の
新
作
を
贈
呈
、
寛
が
次
韻
の
詩
を
作
る
意
志
を
表
明
。

此
月
は
お
歌
を
少
し
に
て
も
お
遣
わ
し
被
下
度
候
。
関
西
の
諸
君
な
ど
頻
に
お

作
に
刮
目
致
し
を
り
候
。

御
近
作
の
漢
詩
二
首
お
示
し
被
下
う
れ
し
く
存
じ
候
。

何
れ
も
硬
字

に
て
次
韻
甚
だ
む

つ
か
し
く
候
。

(漢
詩
)
二
首

(「書
懐
廣
和
湖
畔
君
瑠
韻
」
「
又
」

の
二
首
)

こ
れ
は
定
め
て
箸
に
も
棒
に
も
掛
ら
ぬ
駄
作
と
存
じ
候
。
御

一
笑
被
下
度
候
。

O
こ
の
程
、
吉
田
先
生
に
御
目
に
懸
り
候
。
相
変
ら
ず
お
元
気
に
て
、
喜
び
申
候
。

新
詩
社
『
明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

貴
兄
の
近
状
を
も
お
尋
ね
な
さ
れ
候
。

☆
湖
畔
が
漢
詩
二
首
、
寛
が
次
韻
の
漢
詩
二
首
。
七
絶

(「
書
懐
廣
和
湖
畔

君
瑠
韻
」
「
又
」

の
二
首
)

出
発
は
大
抵
十
月
廿
五
日
の
夜
行
列
車
に
致
す

べ
く
、
長
岡
、
三
条
に
各

一
泊

し
、
弥
彦
を
纒
て
廿
八
日
の
夜
に
新
潟
に
著
し
、
淵
日
ま
で
滞
在
、
淵

一
日
に
御

地

へ
参
り
可
申
候
。

-
-
。

五
律
も
応
酬
致
度
候
。
海
府
ま
で
行
き
得

べ
く
ば
参
り
度
候
。
御
地
に
十

一
月

五
日
頃
ま
で
遊
び
、

次
に
詩
を
添

へ
候
。

(漢
詩
)

一
首

(書
懐

用
湖
畔
君
寄
懐
芳
韻
)
七
絶

右
は
先
日
の
拙
作
を
改
作
せ
し
に
候
。
之
は
吉
田
先
生
の
御

一
閲
を
乞
ひ
得
た

る
も
の
に
候
。

☆
寛
が
五
律

の
応
酬
を
希
望
。
寛
の
漢
詩

(轡

の
第
二
首
の
修
正
改
作
、
吉

田
学
軒
の
校
閲
済
み
)。

⇒ ㈹ ㈹ レ勺㈹ 因 ㈲ 四(≡)口6

GQGO⊂OGQGOωbQN)N)N)卜 ⊃
中L◎ ⊃CQbObOト ーCQC◎COC◎-q
CO⑩ トLσ)σ1σ 》 くObつ ト義Oく ρ

昭
和
九
年
二
月
十
三
日
付
、
湖
畔
二
首
。

昭
和
九
年
二
月
二
十
日
付
、
湖
畔

一
首
、
寛

一
首
。

昭
和
九
年
二
月
二
十
六
日
付
、
湖
畔

一
首
、
七
絶
。

昭
和
九
年
二
月
二
十
七
日
付
、
寛
の
⇔
の
改
作
。

昭
和
九
年
三
月
十
四
日
付
、
湖
畔
七
律
詩

一
首
。

昭
和
九
年
五
月
二
十

一
日
付

昭
和
九
年
六
月
二
十
三
日
付
、
寛

一
首
。

昭
和
九
年
六
月
二
十
三
日
付
、
㈹
の
改
訂
。

昭
和
九
年
七
月
三

・
四
日
付
、
湖
畔

一
首
。

昭
和
九
年
七
月
十
七
日
付
、
寛

一
首
。

昭
和
九
年
七
月
二
十
九
日
付
、
湖
畔

一
首
、
寛

一
首
。

湖
畔

・
五
律
詩
、
寛

・
次
韻
詩
。
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新
詩
社
『
明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

㊥

G。①
①

昭
和
九
年
九
月
五
日
付
け
、
湖
畔
二
首
、

曽

G。ざ

昭
和
九
年
九
月
十
五

日
付
け
、
寛

一
首
、

※
湖
畔
の
漢
詩

一
〇
首
。
寛

の
漢
詩
、
九
首
。

寛
次
韻
詩
二
首
。

七
絶

以
上
挙
げ
た

『
書
簡
集
成
』
巻
三
収
録
の
寛
の

=
二
通
の

「書
簡
」

に
よ
れ
ば
、

昭
和
九
年
二
月
か
ら
九
月
ま
で
に
、
寛

か
ら
湖
畔

へ
九
首
、
湖
畔
か
ら
寛

へ
一
〇

首
の
漢
詩

の
交
流
が
あ

っ
た
。
実
際
に
は
も

っ
と
頻
繁
な
応
酬
が
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
や
は
り
こ
こ
に
も
湖
畔
の
漢
詩
の
実
作
の
痕
跡
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な

い
。

○
佐
渡

へ
の
旅

第
二
期

寛
と
湖
畔
の
漢
詩

の
交
流
は
、
大
正

一
四
年
ご
ろ
の
第

一
期
に
次
い
で
昭
和
九

年
に
入

っ
て
第
二
期
を
迎
え
る
。
こ
の
第

二
期
の
交
流
の
内
容
は
、
前
期
と
は
質

・

量
と
も
に
異
な
る
最
盛
期
と
い
え
よ
う
。
期
間
と
し
て
は
前
期
に
比
し
て
極
め
て

短
く

一
年
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、

=

月

の
寛

・
晶
子
夫
妻
の
佐
渡
訪
問
は
両
者
の

交
流
関
係
を
今
ま
で
以
上
に
密
接
に
す
る
機
会
と
な

っ
た
。

一
一
月

一
日
、
両
津

の
埠
頭
に
着

い
た
寛
は
湖
畔
邸
に
赴
き
宿
泊
、
深
更
ま
で

作
歌
。
翌
二
日
か
ら
は
佐
渡

で
の
行
動
を
湖
畔
と
と
も
に
す
る
。
五
日
に
再
び
湖

畔

の
家
に
帰
り
、
夜
は
人
を
交
え
て
雑
談
、
揮
毫
、
湖
畔
愛
蔵
の
古
書
画
鑑
賞
に

費
や
し
、
「
ま
た
、
初
め
て
佐
渡

へ
著

き
し
日
主
人
の
示
せ
る
寛
を
迎
ふ
る
漢
詩

に
次
韻
す
」
と
記
し
て
い
る
。
翌
六
日
、
佐
渡
を
離
れ
て
い
る
。
佐
渡
滞
在
五
日
、

そ
の
間
と
も
に
佐
渡
を
遊
行
、
湖
畔
邸

に
二
泊
と
い
う
、
今
回
の
佐
渡
の
旅
の
日

　
め
　

程

で
あ

っ
た
。
寛

の
訪
渡
を
歓
迎
す
る
湖
畔
の
詩
は
不
詳
だ
が
、
「自
伝
」

に
言

う

「
次
韻
」
の
詩
は
次
の
詩

で
あ
る
。

　レ
　

昭
和
九
年
晩
秋
遊
佐
渡
訪
湖
畔

君
先
有
五
律

一
首
次
其
餉
以
酬

昭
和
九
年
晩
秋
、
佐
渡
に
遊
び
湖
畔
君
を
訪
う
。
先
に
五
律

一

首
有
り
、
其
の
駒
に
次
し
以

て
酬
ゆ

下
船
把
手
笑

亦
後
渡
江
来

迎
我
詩
先
有

感
君
涙
早
催

風
流
同
愛
字

逸
興
豊
僻
杯

山
水
佐
州
好

乞
傾
遅
暮
才

こ
の
後
、

ペ
ン
書
き
)

お

と

船
を
下
り

手
を
把
り
て
笑
う

亦
た
後
に
江
を
渡

っ
て
来
た
る

我
を
迎
え
て

詩
先
ず
有
り

つ
と

君
に
感
じ
て

涙
早
に
催
す

風
流

同
じ
く
字
を
愛
し

逸
興

豊
に
杯
を
僻
さ
ん
や

山
水

佐
州
好
し

ち

ぼ

遅
暮
の
才
を
傾
く
る
を
乞
う

寛
か
ら
佐
渡
訪
問
の
謝
意
を
表
し
た
絵
葉
書

(
=

月
二
四
日
付
、

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
裏

に

「偶
成
、
次
上
田
喜
太
郎
君
近
作
詩
」

　　
　

の
詩
題

で
七
絶

一
首
を
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
二
七
日
の
日
付

(
ペ
ン
書
き
)

で
書
簡
を
寄
せ
、
「次
友
人
某
君
韻
」

の
詩
題

で
二
首
の
七
絶
を
記
し
、
「
右
御
次
韻
下
さ
れ
た
く
候
」
と
、
湖
畔
に
次

　　

韻
の
詩
を
求
め
て
い
る
。

翌
昭
和

一
〇
年

(一Φω
α)
二
月
六
日
付
の
書
簡
に
は
、
湖
畔
か
ら
送

っ
た
短
歌

に
対
し
て
近
日
中
の
返
送
を
約
し
た
後
に
、
「
二
月
五
日
雪
後
偶
成
」

の
七
絶

一

首
、
「古
沢
君
見
示
留
別
詩
、
次
韻
以
送
其
再
赴
任
干
満
州
」

の
七
絶

一
首
、
「偶

成
」

の
七
絶

一
首
の
計
三
首
の
詩
を
記
し
て
、
「右
新
作
に
候
、
御
叱
正
被
下
度

　ね
　

候
。
」
と
湖
畔

の
批
評
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
湖
畔

の
寛
に
宛

て
た
最
後
の
書

簡
で
あ
り
同
時
に
こ
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
七
絶
三
首
は
寛
自
作
の
漢
詩

の
絶
筆

で

も
あ
る
。

な
お
湖
畔
が
寛
と
最
後
に
会

っ
た
の
は
、
寛
の
六
三
歳
の
誕
生
日

(三
月
二
六

日
)

の
翌
日
の
二
七
日
だ

っ
た
が
、
「
自
伝
」
に
は

「
渡
邊
湖
畔
と
語
る
」
と

の

　の
　

み
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
亡
き
後
、
湖
畔
は

『冬
柏
』
に
寄
稿
し
て
い
る
が
、
第
八
巻
第
六
号

(昭
和

一
二
年
六
月
)

で
終
わ

っ
て
い
る
。
『冬
柏
』
自
体
は
昭
和
二
七
年
ま
で
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
『冬
柏
』
内
部
の
事
情
も
あ
り
、
湖
畔
は
自
作
の
発
表

の
場
を
他

に
求
め

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
短
歌
と
漢
詩

の
両
分
野
の
作
品
を
、
前
者
は
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『
覇

王

樹

』
、

後

者

は

『
東

華

』

へ
寄

稿

す

る

よ

う

に
な

っ
て

い

っ
た

。

○
寛
没
後
の
湖
畔
の
創
作
活
動

昭
和

一
〇
年
に
寛
が
没
し
て
後
も
、

湖
畔
は
新
詩
社
の
同
人
で
あ
り
つ
づ
け
た

が
、
『
冬
柏
』

へ
の
投
稿
は
絶
え
て
し
ま

っ
た
。
短
歌
は
寛

の
生
前
か
ら
投
稿
し

て
い
た

『
覇
王
樹
』
に
は
続
け
て
お
り
、
昭
和

一
九
年

(お
置
)
七
月
の
終
刊
号

ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は

『渡
邊
湖
畔
遺
稿
集
』
に
よ

っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
創
作
活
動
を
漢
詩
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

短
歌
雑
誌

へ
の
総
数
約
九
六
〇
首
に
及
ぶ
投
稿
歌
数
の
四
分
の
三
以
上
は
昭
和

一

〇
年
代
ま
で
の
も

の
で
あ
り
、
昭
和

=

年
以
降
の
投
稿
歌
数
の
急
激
な
減
少
は

湖
畔
の
創
作
志
向
が
漢
詩

へ
と
転
向
し
始
め
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
た

の
が
、
そ
の
理
由

の

一
つ
で
あ
る
。
創
作
活
動
の
最
終
期
に
入

っ
た
湖
畔
は
年
齢

五
十
歳
に
達
し
て
い
た
。

少
年
時
代

に
は
美
濃
部
禎
を
、
壮
年
期
に
は
短
歌

の
師

で
も
あ

っ
た
与
謝
野
寛

と
そ
の
縁
で
吉
田
学
軒
を
、
漢
学
漢
詩

の
師
と
し
た
湖
畔
が
、
次
に
師
と
し
た
の

は

『
東
華
』
を
主
宰
す
る
土
屋
竹
雨
で
あ

っ
た
。

土
屋
竹
雨
は
明
治
二
〇
年

(一c。
c。刈
)
四
月

一
〇
日
～
昭
和
三
三
年

(巳
㎝。。)

一

一
月
五
日
残
。
寛
よ
り

一
四
歳
、
学
軒
よ
り
二

一
歳
、
湖
畔
よ
り

一
歳
年
下
で
あ

る
。
山
形
県
鶴
岡
の
人
、
名
は
久
泰
、
号
を
竹
雨
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

昭
和
三
年

(一露
c。)

に
芸
文
社
を
創
設
し
漢
詩
文
雑
誌

『東
華
』
を
発
行
。
六
年

(お
G。
一)
に
大
東
文
化
大
学
教
授
、
二
四
年

(
一逡
⑩)

に
芸
術
院
会
員

・
大
東
文

化
大
学
の
学
長
と
な

っ
た
。
詩
集

『
猜
窟
詩
稿
』
二
冊
が
あ
る
。
昭
和
三
年
創
刊

の

『
東
華
』

は
昭
和

一
九
年

(一⑩
濠
)

四
月
に

一
八
八
集

で
廃
刊
後
、
二
二
年

(一⑩ミ
)

に
復
刊
、
三
三
年

(お
α
c。)
三
月
に
二
五
〇
集

で
終
刊
。

湖
畔
が

『東
華
』

に
寄
稿
し
た
漢
詩

は

『
渡
邊
湖
畔
遺
稿
集
』
に
収
録
さ
れ
て

お
り
、
多
少
の
脱
漏
は
免
れ
な
い
が
昭
和

一
〇
年
後
の
湖
畔
の
漢
詩
創
作
を
知
る

新
詩
社
『明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

最
も
精
密
な
資
料
で
あ
り
、
昭
和

一
〇
年
四
月

(八

一
巻
)
か
ら
湖
畔
の
詩
が
掲

載
さ
れ
る
。
「
遊
尖
閣
湾
」
七
律

一
首
で
あ
る
。

こ
れ
以
後

ほ
と
ん
ど
毎
号
に
寄

稿
し
、
復
刊
後
昭
和
三
〇
年
六
月

(通
巻

一
九
九
巻
)
ま
で
作
品
は
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
湖
畔
は
昭
和
三
〇
年

(一⑩
翻
)

こ
ろ
に
は
視
力
の
衰
え
に
よ
っ

て
、
創
作
活
動
を
中
止
し
始
め
て
い
た
時
期

で
あ
る
。

『遺
稿
集
』
に
収
録
さ
れ
た
湖
畔

の
漢
詩
は
約
四
〇
〇
首
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち

『東
華
』
掲
載

の
漢
詩
は
二
五
〇
首
を
越
え
る
。
詩
の
内
容
は
豊
富
で
、

佐
渡

の
風
景
、
旅
、
竹
雨

へ
の
贈
詩
、
ま
た
章
応
物
や

『
明
史
』

・

『左
傳
』
の

読
後

の
詩
な
ど
中
国
に
関
連
す
る
も
の
も
あ
る
。
吉
田
学
軒
の
古
稀
を
祝
う
五
律

二
首

の
詩
と
と
も
に
、
五
律

の

「
実
与
謝
野
先
生
」、
七
律
の

「
実
与
謝
野
先
生
」

の
二
首
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
学
軒

の
古
稀
の
詩
二
首
と
、
寛
を
突
す
る
詩

二
首
が
、
同
じ
八
二
巻

(昭
和

一
〇
年
五
月
)
に
見
え
る
の
は
興
味
深
く
、

こ
の

四
首
の
詩
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

奉
壽
吉
田
學
軒
先
生
古
稀

こ
と
ほ

吉
田
学
軒
先
生
の
古
稀
を
寿
ぎ
奉
る

先
生
年
七
十

侃
且
惜
居
諸
◎

績
見
爾
朝
制

文
推

一
代
儒
◎

注
箋
耽
古
學

出
庭
背
時
趨
◎

更
究
本
邦
典

進
將
資
廟
誤
◎

藝
苑
荒
蕪
久

難
分
薫
與
猶
◎

詞
源
窮
萬
葉

文
績
足
千
秋
◎

先
生

年
七
十

よ

き
よ
し
よ

循
り
て
且

つ
居
諸
を
惜
し
む

あ
ら

績
は
両
朝
の
制
に
見
わ
れ

文
は

一
代

の
儒
に
推
さ
る

ふ
け

注
箋

古
学
に
耽
り

じ

す
う

出
処

時
趨

に
背
く

更

に
本
邦

の
典
を
究
め
て

び
よ
う
ぽ

進
ん
で
将

っ
て
廟
誤

に
資
せ
ん
と
す

(韻
は
上
平
六

・
魚
、

こ
う

ぶ

芸
苑

荒
蕪
久
し

く
ん

ゆ
う

薫
と
猫
と
を
分
か
ち
難
し

き
わ

詞
源
は
万
葉
を
窮
め

文
績
は
千
秋
足
る

七

・
虞

)
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新
詩
社
『明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

古
調
誰
能
纏

古
調

誰
か
能
く
継
ぎ

し

じ
ん

斯
人
山豆
易
求
◎

斯
人

山豆
に
求
め
易
か
ら
ん
や

悠
然
遊
物
外

悠
然
と
し
て
物
外

に
遊
び

し
よ
う
ゆ
う

尚
友
是
前
修
◎

尚
友
は
是
れ
前
修

(韻
は
下
平

=

・
尤
)

契
與
謝
野
先
生

(『冬
柏
』
第
六
巻
第
四
号
)

与
謝
野
先
生
を
実
す

生
劉
青

一
束

崩
萸
代
頭
藥
◎

撒
悪
千
秋
恨

傳
衣
半
夜
恩
◎

容
光
猶
在
眼

泣
涙
賦
招
魂
◎

遺
愛
須
珍
重

詩
書
手
澤
存
◎

せ
い
す
う

生
鍔

青
き

一
束

し
ゆ
く
て
ん

ひ
ん
ぱ
ん

粛
葵

頭
藥
に
代
う
ち

班必
は
千
秋

の
恨
み
を
撒
ら
し

衣
は
半
夜
の
恩
を
伝
う

容
光

猶
お
眼
に
在
る
が
ご
と
く

泣
涙

招
魂
を
賦
す

遺
愛
は
須
く
珍
重
す
べ
く

し
ゆ
た
く

詩
書

手
沢
存
す

(韻
は
上
平

=
二
・
元
)

巽
與
謝
野
先
生

講
席
年
前
我
屡
陪
◎

薫
葭
碕
玉
憶
疎
才
◎

恩
終
難
報
恨
無
極

魂
不
可
招
膓
九
廻
◎

殖
殿
築
香
空
作
字

露
帷
燭
涙
自
成
堆
◎

明
朝
扶
襯
青
山
路

定
有
哀
鳴
大
鳥
來
◎

与
謝
野
先
生
を
実
す
し
ば

講
席

年
前

我
れ
屡
し
ば
陪
す

け
ん

か

そ

さ
い

は

薫
葭

玉
に
碕
り

疎
才
を
憶
ず

恩
は
終
に
報

い
難
く

恨
み
極
ま
り
無
し

は
ら
わ
た

き
ゆ
う
か
い

魂
は
膓
の
九
廻
を
招
く
可
か
ら
ず

ひ
ん
で
ん

て
ん
こ
う

積
殿

築
香
空
し
く
字
を
作
し

し
よ
く
る
い

た
い

霊
帷

燭
涙
自
ず
か
ら
堆
を
成
す

ふ

し
ん

明
朝
を
扶
襯
す

青
山
の
路

定
め
て
哀
鳴
し
て
大
鳥
の
来
た
る
あ
ら
ん

(韻
は
上
平

一
〇
灰
)

○
む
す
び

『
明
星
』
の
同
人
で
あ

っ
た
佐
渡

の
渡
邊
湖
畔

の
創
作
に
つ
い
て
、
短
歌
で
は

な
く
漢
詩
を
中
心
と
し
て
考
察
を
試
み
た
が
、
『
渡
邊
湖
畔
遺
稿
集
』
収
録
以
前

の
作
品
に

つ
い
て
は
資
料
が
限
ら
れ
て
お
り
、
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
師
の
与
謝
野
寛
の
作
品
を
通
し
て
、
湖
畔
の
漢
詩
の
創
作

活
動
が
意
欲
的
精
力
的

で
あ

っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同

時
に

『遺
稿
集
』
に
収
め
る
湖
畔
の
漢
詩
は
評
価
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
筆
者
は
近
い
将
来
に
熟
読
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

[注
]

(1
)
『
わ
か
な
舟
』
山
田
穀
樹
主
宰
。
佐
渡
相
川
の
人
、
「
新
潟
新
聞
」
記
者
、

歌
人
で
新
詩
社
の
同
人
。
明
治
三
五
年
、
第
二
号

(五
月
号
)。
『遺
稿
集
』
に

は
掲
載
無
し
。
明
治
三
九
年
以
降
の
作
品
を
収
め
る
。

(2
)
『白
百
合
』
相
馬
御
風
等
主
宰
、
明
治
三
六
年

一
一
月
～
明
治
四
〇
年
四
月
。

(3
)
『
文
章
世
界
』
田
山
花
袋
編
輯
、
明
治
三
九
年

一
月
～
大
正
九
年

一
二
月
。

(4
)
『
自
伝
』
に
は
、
明
治
三
五
年

(巳
Ob。)、
此
夏
、
越
後
及
び
佐
渡

に
遊
ぶ
。

・
-
新
潟
に
て
は
同
人
山
田
穀
城

・
須
藤
鮭
川
二
君
に
迎

へ
ら
れ
、
佐
渡
に
て

は
相
川
の
同
人
柄
澤
い
か
つ
ち
翁
の
家
に
宿
す
。

(5
)
ま
た
、
明
治
三
六
年

(一⑩
O卜。)
五
月
、

-
:
渡
邊
湖
畔
等
の
諸
君
、
新
詩
社

同
人
と
な
る
。

(6
)
『
明
星
』
第

一
次

湖
畔

・
掲
載
リ
ス
ト

(遺
稿
集
未
収
)

新
詩
社
詠
草

明
治
四

一
年
第
五
號

(明
治
四

一
年
四
月
刊
)

五
首

新
詩
社
詠
草

明
治
四

一
年
第
六
號

(明
治
四

一
年
六
月
刊
)

四
首

新
詩
社
詠
草

明
治
四

一
年
第
七
號

(明
治
四

一
年
七
月
刊
)

七
首

新
詩
社
詠
草

明
治
四

一
年
第
八
號

(明
治
四

一
年
八
月
刊
)

五
首

(
7
)
『昴
』
(第

一
年
第

一
号
～
第
五
年
第

一
二
号
。
明
治
四
二
年

一
月
～

大
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正
二
年

一
二
月
。
六
〇
冊
)

①
第
二
年
第

一
号

(明
治
四
三
年

一
月
)
二
〇
首
。

②
第
二
年
第

一
〇
号

(明
治
四
三
年

一
〇
月
)
二
〇
首
。

(8
)
『
海
草
』

(『
微
光
』
)
本
間
五
丈
原

・
渡
邊
湖
畔
主
宰

(明
治
四
四
年
三
月

～
九
月
)

①
驚
異

第
二
号

(明
治
四
四
年
四
月
)

一
九
首

②
青
竹
の
き
し
む
音

第
三
号

(明
治
四
四
年
五
月
)

一
九
首

③
恋
の
い
や
は
て

第
四
号

(明
治
四
四
年
六
月
)

一
九
首

④
海
鳥
の
声

第
五
号

(明
治
四
四
年
七
月
)

一
八
首

(
9
)
『
草
の
葉
』
東
京

・
天
弦
堂
書
店
。
大
正
六
年
五
月

一
五
日
刊
。
序

-
与
謝

野
寛

・
晶
子
。
装
槙
挿
画

-
藤
島
武
二
。
扉

-
「
恩
師
与
謝
野
寛

先
生
に
献

ず
」
。
『
若
き
日
の
祈
祷
』
東
京

・
ア
ル
ス
社
。
大
正
九
年

一
二
月
二
〇
日
刊
。

与
謝
野
夫
妻

へ
の
献
詞
。
序

-
寛
、
序
歌

:
晶
子
。
装
槙
挿
画

:
高
村
光
太
郎
。

(
10
)
『覇
王
樹
』
橋
田
東
声
・臼
井
大

翼
等
主
宰

(大
正
八
年
～
昭
和

一
九
年
七

月
)
。
投
稿

の
期
間
は
大
正
九
年
六

月
か
ら
昭
和

一
九
年
八
月
ま
で
約
二
五
年

間
、
寄
稿
歌
数
は
約
九
六
〇
首
。
大
正
八
年
、
同
人
。

(11
)
『明
星
』
第
二
次
、
大
正

一
〇
年

=

月
か
ら
昭
和
二
年
四
月
。

(12
)
『
自
伝
』

に
よ
れ
ば
、
大
正

=

二
年
八
月

(一露
ら)
「晶
子
を
伴
ひ
、
築
紫

よ
り
来
れ
る
白
仁
秋
津

-
-
と
越
後

の
赤
倉
温
泉
に
吟
行
す
。
佐
渡
よ
り
渡
邊

湖
畔
君
来
り
会
す
る
に
遇
ひ
、

・:
・新
潟
を
経
て
佐
渡
に
再
游
す
。
」

(13
)
湖
畔
の
長
男
栄
太
郎
が
暁
星
中
学
入
学
に
際
し
与
謝
野
家
に
下
宿
、
寛

の
斡

旋
に
よ
り
湖
畔
は
東
京
中
野
に
家
を
新
築
し
、
寛
の
次
男
秀
が
湖
畔
宅

に
長
期

滞
在
す
る
な
ど
、
私
的
な
交
流
が
始
ま

っ
て
い
る
。

(14
)
『
明
星
』
第
二
次
。
第
五
巻
第
四
号
。
大
正

=
二
年
九
月
、
「
越
佐
遊
草
」

三
六
首
。

(!5
)
西
村
富
美
子

「
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩
i

『明
星
』
第
二
次
時
代
の
漢
詩
人

与
謝
野
寛
」
六
七
頁
。

(16
)

[自
伝
]
昭
和
九
年
。

新
詩
社
『明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

(17
)渡
邊
資
料
館
蔵

:
寛

の
草
稿
。
原
稿
用
紙

・・枠
外
に

「遙
青
書
屋
」
と
あ
り
、

ペ
ン
書
き
。
『
冬
柏
』
(第
五
巻
第

一
二
号
)
に
は
詩
題
が

「
遊
佐
渡
國
、
宿
渡

邊
湖
畔
君
家
、
次
主
人
所
示
詩
韻
」
と
あ
る

(詩

に
も
多
少
字
の
異
同
が
あ
る
)。

(18
)
『集
成
』
巻
三
c。
逡
。
『集
成
』
巻
三
G。
⑩①
。

(19
)
『集
成
』
巻
三
凸
α。
「
二
月
五
日
雪
後
偶
成
」
及
び

「
偶
成
」
の
二
首
は
、

『冬
柏
』
第
六
巻
第
三
号

(昭
和

一
〇
年
二
月
)
に
も
見
え
る
。

(20
)
「自
伝
」
昭
和

一
〇
年
。

[参
考
文
献
]

◎

『長
城
詩
抄
』

一
冊
。
堀

口
久
萬

一
著

・
堀
口
大
學
澤
。
大
門
出
版
。
昭
和
五

十
年
三
月
三
日
。
『長
城
詩
稿
』
三
巻
、
三
百
三
十
首
の
中
か
ら
九
十
九
首
を

選
ん
で
訳
し
た

(あ
と
が
き

-
堀
口
大
学
)

◎

『
学
軒
詩
集
』、
吉
田
増
蔵
詩
。
無
窮
会
、
汲
古
書
院
、
平
成
十
六
年
刊
。

◎

『
渡
邊
湖
畔
遺
稿
集
』

一
冊
、
渡
邊
栄
太
郎
。
早
稲
田
大
学
印
刷
所
。
昭
和
四

十
七
年
八
月
二
〇
日
刊
。

(は
し
が
き

一

渡
邊
栄
太
郎
、
は
し
が
き
二

岡

嫡
幸
宮
)
。
な
お
、
本
稿
の
中
で
用
い
た

「渡
邊
湖
畔
資
料
館
」
の
資
料
番
号

は
、
筆
者
が
か

つ
て
便
宜
上
付
し
た
資
料
番
号
で
あ
る
。

◎

「堺
博
物
館
蔵
」
(鉄
幹
自
筆
の
漢
詩
草
稿
)、
本
稿

で
は
初
め
て

「堺
市
博
物

館
」
藏
の
鉄
幹
の
漢
詩
の
草
稿
の
う
ち
の
何
点
か

(詩
題
の
み
)
を
用
い
た
。

平
成
二
十
二
年
十

一
月
二
十
五
日
に
、
堺
市
博
物
館

で
初
め
て
館
内
展
示
さ
れ
、

当
日
館
内
で
そ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
筆
者
が
解
説
と
講
演
を
行

っ
た
。
な
お

平
成
二
十
三
年
度
の
博
物
館
紀
要
に
、
鉄
幹
の
草
稿

(吉
田
学
軒
の
朱
筆
校
閲
)

と
筆
者
に
よ
る
報
告
論
文
と
を
掲
載
し
て
い
る
。
(『堺
市
博
物
館
研
究
報
告
』

第
31
号
)

(三
重
大
学
名
誉
教
授
)
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